
議会を傍聴しませんか？
　　次の定例会は、９月５日（水）開会予定です。

この広報紙は環境保護のために古
紙配合率 100％の再生紙と植物
性大豆油インキを使用しています古紙配合率100％再生紙を使用
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︶

 

桜
川
市
真
壁
町
東
山
田 

一
五
五
八
番
地
二

　

　
私
が
真
壁
の
町
並
み
案
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
始
め
て
か
ら
六
年
目
に
な
り

ま
す
。
三
十
五
年
間
の
教
職
を
退
き
、
お

世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
々
に
、
少
し

で
も
ご
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
た
矢

先
に
誘
い
を
受
け
、
何
の
わ
だ
か
ま
り

も
な
く
入
会
し
ま
し
た
。

　
筑
波
山
の
ふ
も
と
、
ま
る
で
山
懐
に

抱
か
れ
て
い
る
よ
う
な
静

か
な
た
た
ず
ま
い
の
町
、

幼
い
こ
ろ
祖
父
母
た
ち
と

訪
れ
て
は
楽
し
い
思
い
出

を
た
く
さ
ん
与
え
て
く
れ

た
町
、
限
り
な
く
愛
着
の

あ
る
町
で
す
。
こ
の
町
の

歴
史
と
伝
統
を
見
直
し
、

保
存
・
活
用
し
て
い
こ
う

と
い
う
動
き
が
起
こ
り
、

蔵
や
門
、
町
屋
等
一
〇
四
棟
が
国
の
有

形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

以
来
、
町
を
訪
れ
る
観
光
客
に
、
登
録

文
化
財
を
中
心
に
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
案
内
は
年
間
七
〇
〇
人
前
後
、﹁
真
壁

の
ひ
な
ま
つ
り
﹂
期
間
中
は
一
〇
〇
〇

人
く
ら
い
案
内
し
ま
す
。
当
初
は
分
か

り
や
す
く
丁
寧
に
話
す
の
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

研
修
会
に
参
加
し
た
り
資
料
で

調
べ
た
り
、
会
員
相
互
で
話
し
合
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
真

壁
に
は
一
五
〇
〇
年
も
前
か
ら
の
歴
史

が
脈
々
と
流
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ま

で
大
勢
の
先
人
が
そ
れ
を
受

け
継
ぎ
、
魅
力
の
あ
る
郷
に

し
よ
う
と
地
道
な
活
動
を
し

て
き
た
こ
と
を
、
肌
身
で
感

じ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
﹁
き
れ
い
な
町
で
す
ね
﹂

﹁
心
が
い
や
さ
れ
ま
す
﹂
な

ど
、
訪
れ
た
人
か
ら
感
想
や

礼
状
を
い
た
だ
い
た
り
、
町

内
で
出
会
う
方
々
か
ら
声
を

か
け
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
た
び
た
び

で
す
。
こ
れ
が
自
分
の
生
活
の
活
力
に

も
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
今
日
は
あ
い
に
く
の
雨
、
で
も
石
岡

市
︵
旧
八
郷
町
︶
の
方
を
案
内
す
る
予

定
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
青
い
は
っ

ぴ
を
着
て
出
か
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

委員長 仙波　信綱

副委員長 菊池　節子

委　員 相田　一良

　〃 岩見　正純

　〃 勝田　道雄

　〃 風野　和視

議長 小林　正紀

内　　　　　　容

相田一良

編 集

後 記

４月 　６日 議会広報特別委員会

10日 議会運営委員会

議会広報特別委員会

16日 議会広報特別委員会

５月 15日 議会運営委員会

議会全員協議会

17～18日 議会建設経済常任委員会研修

（山形県川西町、寒河江市）

22～23日 議会総務常任委員会研修

（新潟県小千谷市、長岡市、新発田市）

議会文教常任委員会研修

（千葉県香取市、埼玉県川越市）

25日 県西総合病院組合議会

29～30日 議会福祉環境常任委員会研修

（栃木県真岡市、矢板市、福島県二本松市）

30日 議会文教常任委員会

６月 ４日 筑西広域市町村圏事務組合議会

５日 議会運営委員会

議会全員協議会

12～14日 議会第２回定例会

14日 議会広報特別委員会

20日 議会建設経済常任委員会勉強会

21～22日 議会広報特別委員会研修

（埼玉県鴻巣市、群馬県みなかみ町）

26日 筑北環境衛生組合議会

７月 10日 議会広報特別委員会

11日 ４常任委員会合同委員会

議会運営委員会

  月　日

　作家、藤沢周平の作品が静かなブームと

なっています。次々と映画化もされ、いずれも

高い評価を受け興行的にも成功しています。

　なぜ、目線を下げた地味な作品が注目を集

めるのか、何か今の時代と関係があるのでは

ないでしょうか。

　「富裕層」や「勝ち組」と言った言葉がもて

はやされる時代にあって、社会の底辺の中で、

現代、失われつつある家族の「きずな」を大切

に、毎日を懸命に生きる人たちに寄り添う彼

に対する共感、そして日本と日本人の美しい

面を描き出す作品に惹かれる人が多いのかも

しれません。

　このように弱い立場の人が報われるような

社会を、皆様のお知恵をお借りしながら、行政

とともにより一層取り組んでまいりたいと思

います。

　市議会では市議会だよりに『私のメッセージ』コーナーを設置し、広く市民の皆様

からのご意見を募集いたします。奮ってご応募ください。

　応募方法：封書・FAX またはメールで 600 字以内（氏名・住所・電話番号を記入）

　応募のあて先・お問い合せは市議会事務局まで

　　TEL 0296-75-3111　FAX 0296-75-6633

　　〒 309-1292　桜川市岩瀬 64 番地２　E-mail  g ika i@c ity .sakuragawa. lg . jp


